








胆道閉鎖症の家族発生は極めて稀で、これは本症が後天性の疾患であるという考え方の一

つの根拠となっている。我々の経験した 94 例の胆道閉鎖症の中で同胞に胆道の異常を伴う

2 例があった。この 2 つの家系は本症の病因、他の胆道疾患との関係を論ずる上で何らか

の手懸りを与えるものであると考えられる。 


